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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期
連結累計期間

第54期
第１四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 11,777 10,649 46,432

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 126 △9 493

四半期（当期）純利益又は四半

期純損失（△）
（百万円） 77 △11 371

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 107 4 360

純資産額 （百万円） 9,284 9,440 9,657

総資産額 （百万円） 41,351 40,906 40,486

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 5.68 △0.83 27.16

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 22.5 23.1 23.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は改善しており、景気は緩やかな回復基調がみられ

るものの、依然として海外景気の下振れが景気を押し下げるリスクとなっております。

　ホームセンター業界におきましては、激化する出店競争に加え、消費税増税前の駆け込み需要の反動により、厳

しい状況が続いております。

　このような状況の中で当社グループは、当社創業75周年・ホームセンター開設40周年の節目の年を迎え、これま

でのご支援、ご協力への感謝の意を還元すべく各種記念イベントを実施するとともに、地域の人々の快適な住ま

い・暮らしをより一層サポートできる企業グループを目指しました。

　しかしながら消費税率引き上げ前の需要増の反動及びそれに起因する消費マインドの低下により、販売は低迷

し、当第１四半期連結累計期間の売上高は10,649百万円（前年同期比90.4％）となりました。利益につきまして

は、経費削減に努めたものの売上高の減少を補うことはできず、営業利益24百万円（同12.9％）、経常損失9百万

円（前年同期は126百万円の経常利益）、四半期純損失11百万円（前年同期は77百万円の四半期純利益）となりま

した。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　ホームセンター事業は、前述の理由により売上高は9,625百万円（同90.3％）、セグメント利益（営業利益）は

13百万円（同9.3％）となりました。

　専門店事業は、１店舗新規出店したものの既存店が振るわず、売上高は781百万円（同88.2％）、セグメント損

失（営業損失）は、13百万円（前年同期は2百万円のセグメント利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ419百万円増加し、40,906百万円とな

りました。

　流動資産は、14,803百万円となり、前連結会計年度末に比べ351百万円増加いたしました。これは主に現金及び預

金の増加409百万円、受取手形及び売掛金の減少325百万円、商品の増加202百万円によるものであります。固定資産

は、26,103百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円増加いたしました。これは主に建物及び構築物の減少78

百万円、有形固定資産のその他の増加105百万円、繰延税金資産の増加58百万円によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ636百万円増加し、31,466百万円とな

りました。

　流動負債は、17,478百万円となり、前連結会計年度末に比べ800百万円増加いたしました。これは主に短期借入金

の増加827百万円によるものであります。固定負債は、13,987百万円となり、前連結会計年度末に比べ163百万円減少

いたしました。これは主に長期借入金の減少378百万円、退職給付に係る負債の増加214百万円によるものでありま

す。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ217百万円減少し、9,440百万円とな

りました。これは主に利益剰余金の減少233百万円によるものであります。この結果、自己資本比率は、23.1％（前

連結会計年度末は23.9％）となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,714,995 13,714,995

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 13,714,995 13,714,995 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 13,714,995 － 2,902 － 3,435

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　33,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,624,000 13,624 －

単元未満株式 普通株式　　　57,995 － －

発行済株式総数 13,714,995 － －

総株主の議決権 － 13,624 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％）

株式会社エンチョー
静岡県富士市中央
町２丁目12番12号

33,000 － 33,000 0.24

計 － 33,000 － 33,000 0.24

　（注）　当第１四半期会計期間末における自己株式数は33,503株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
（1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

（2）当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しており

ましたが、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変

更いたしました。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社エンチョー(E03109)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,653 3,062

受取手形及び売掛金 1,091 765

商品 9,951 10,154

仕掛品 5 7

貯蔵品 15 17

繰延税金資産 145 164

その他 596 637

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 14,451 14,803

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,050 7,972

土地 11,767 11,767

建設仮勘定 35 42

その他（純額） 1,074 1,179

有形固定資産合計 20,928 20,962

無形固定資産 90 90

投資その他の資産   

投資有価証券 490 529

長期貸付金 1,383 1,357

敷金及び保証金 2,282 2,261

繰延税金資産 223 282

その他 686 669

貸倒引当金 △50 △49

投資その他の資産合計 5,015 5,050

固定資産合計 26,034 26,103

資産合計 40,486 40,906

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,249 7,262

短期借入金 6,575 7,403

未払法人税等 114 17

その他 2,738 2,794

流動負債合計 16,678 17,478

固定負債   

社債 469 444

長期借入金 10,946 10,568

退職給付に係る負債 512 727

資産除去債務 368 370

その他 1,854 1,878

固定負債合計 14,151 13,987

負債合計 30,829 31,466

 

EDINET提出書類

株式会社エンチョー(E03109)

四半期報告書

 8/16



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,902 2,902

資本剰余金 3,435 3,435

利益剰余金 3,010 2,776

自己株式 △14 △14

株主資本合計 9,333 9,100

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 135 158

退職給付に係る調整累計額 188 180

その他の包括利益累計額合計 323 339

純資産合計 9,657 9,440

負債純資産合計 40,486 40,906
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 11,777 10,649

売上原価 8,430 7,576

売上総利益 3,347 3,073

営業収入 291 293

営業総利益 3,638 3,366

販売費及び一般管理費 3,452 3,342

営業利益 186 24

営業外収益   

受取利息 8 7

受取配当金 8 7

違約金収入 － 10

その他 18 14

営業外収益合計 35 39

営業外費用   

支払利息 70 63

その他 25 9

営業外費用合計 95 72

経常利益又は経常損失（△） 126 △9

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
126 △9

法人税、住民税及び事業税 7 8

法人税等調整額 41 △5

法人税等合計 48 2

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
77 △11

四半期純利益又は四半期純損失（△） 77 △11
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
77 △11

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 29 23

退職給付に係る調整額 － △7

その他の包括利益合計 29 16

四半期包括利益 107 4

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 107 4

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額の反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が232百万円増加し、利益剰余金が153百万

円減少しております。なお、損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に対し債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

㈱無量寿 270百万円 ㈱無量寿 270百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 219百万円 221百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月27日

取締役会
普通株式 68 5.00  平成25年３月31日  平成25年６月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月26日

取締役会
普通株式 68 5.00  平成26年３月31日  平成26年６月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
ホームセン
ター事業

専門店
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 10,657 885 11,543 234 11,777 － 11,777

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － 285 285 △285 －

計 10,657 885 11,543 519 12,063 △285 11,777

セグメント利益 145 2 147 31 179 7 186

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、木材卸売事業及び情報処理・プ

ログラム開発事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額7百万円は全社費用の配賦額の予算実績差異6百万円及びセグメント間取引消去0百万

円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
ホームセン
ター事業

専門店
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 9,625 781 10,406 242 10,649 － 10,649

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － 259 259 △259 －

計 9,625 781 10,406 502 10,909 △259 10,649

セグメント利益又は損失

（△）
13 △13 0 11 12 11 24

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、木材卸売事業及び情報処理・プ

ログラム開発事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額11百万円は全社費用の配賦額の予算実績差異14百万円及びセグメント

間取引消去△2百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
5円68銭 △0円83銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
77 △11

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
77 △11

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,681 13,681

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成26年５月26日開催の取締役会において、平成26年３月31日現在の株主名簿に記載された株主に対し、剰余金

の配当（期末）を行うことを次のとおり決議いたしました。

（１）配当金の総額　　　　68百万円

（２）１株当たり配当額　　５円00銭

（３）効力発生日　　　　　平成26年６月９日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月12日

株式会社エンチョー

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　和巳　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷口　公一　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エン

チョーの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エンチョー及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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